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⑪本ミッションの狙い ⑫実現のキーとなる要素技術

小型人工衛星技術を活用し、小型再

突入カプセルを用いた、サンプル回

収を伴う短期・廉価・高頻度・高難

度宇宙環境利用技術を構築し、ポス

トISS／次期月・惑星有人宇宙開発

に貢献し得る宇宙環境利用の機会を

創出する。

① 小型生命維持装置を用いた軌道

上での生物培養実験技術

② 高推力推進装置を用いた軌道変

換・軌道離脱技術

③ 小型再突入カプセルによる大気

圏再突入技術

④ 小型再突入カプセルの海上回収

技術
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③セッション名

宇宙環境利用ミッション

④発表タイトル

小型衛星で目指す新しい宇宙環境利用の可能性

⑩概要（200字程度）

小型再突入カプセルを用いたサンプル回収を伴う高頻度宇宙環境利用技

術を確立し、ポストISS／次期月・惑星有人宇宙開発との連携と継続的な

宇宙環境利用の枠組みを構築する。質量約30kgの小型再突入カプセルを

用いて、高頻度回収技術の技術実証を行う。高推力推進装置を用いて超

小型衛星を軌道離脱させ、小型再突入カプセルを大気圏に再突入させ

て、海上において捕獲し、サンプルの回収を行う。小型生命維持装置、

高推力推進装置、小型再突入カプセル、海上回収技術について研究開発

を実施する。

⑬衛星のスペック ⑭開発状況・計画

● 小型回収カプセル

・質量：約30kg

・形状/寸法：HSRC相似形状/直径470mm

● 超小型人工衛星

・質量：100kg以上

・機能：高推力推進装置、培養装置運用機能、カプセル分離装置

● ELS-R100

2023年2月現在：基本設計段階

2025年：打上実証予定

※約6カ月の軌道上運用を経て大気圏再突入の後、サンプル回収

● BioCube

2023年2月現在：詳細設計段階、打上機会調整中
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⑮衛星のイメージ図 ⑯ミッションのイメージ図（※あれば）



これまで東北大学において研究開発に取り組んできた超小型人工衛星技術を活用し、超小型人工衛星を用いた宇宙環境利用技術の確立を目指す。東

北大学発宇宙スタートアップである株式会社ElevationSpaceが主導する。将来の大型化を見据えつつ、技術実証プロジェクトELS-R100では30kg級

小型再突入カプセルを用いた宇宙環境生命培養実験とサンプル回収技術の実証を目指す。軌道変換・軌道離脱に必要となる高推力推進装置について

も株式会社ElevationSpaceが主体となり、関係協力機関と共同開発を行う。ELS-R100における生物培養実験は株式会社IDDK社、及び株式会社

ユーグレナ社と共同で取り組む。また、将来の実験装置として、東北大学プロジェクトにおいて小型生命維持装置TU BioCubeの研究開発に取り組

む。本プロジェクトにおいて研究開発する要素技術は将来の宇宙開発に大きな貢献が期待されるものである。超小型人工衛星搭載用高推力推進装置

は、軌道上のモビリティ確保とより発展的なミッションの遂行に寄与する。また、回収カプセル技術は、地球低軌道からだけでなく、月・惑星間軌

道からの再突入にも応用できると考えらえる。更に、高精度軌道変換技術は、将来の軌道上サービスに必要不可欠な技術である。
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⑰ミッションや技術詳細


